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NO. 機能 概要 詳細

1
フォルダ・ファイル
一覧

機能改善です。
同時にアップロードできるファイル数を100件までに変更しました。

101件をアップロードした際は、101件目がエラーになる。

2
フォルダ・ファイル
一覧など

機能改善です。
エラーメッセージが分かりにくい箇所があったため、改善しました。

左記のとおり。

3
フォルダ・ファイル
一覧など

機能改善です。
クラウドセキュリティでファイル操作がブロックされた場合のエ
ラーハンドリングを実装しました。

左記のとおり。

4
フォルダ・ファイル
一覧

機能改善です。
ファイル検索時の「システムフォルダを含める」のチェックがデ
フォルトで付いているように変更しました。

左記のとおり。

5
フォルダ・ファイル
一覧

機能改善です。
チェックボックスの選択上限を100件までに変更しました。

左記のとおり。

• Smart Construction Groupwareのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。

リリース作業日程：日本時間 8月26日(火)(予定) 19:00～22:00

リリース項目一覧
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NO. 機能 概要 詳細

6 ホーム画面
機能改善です。
現場クラスの並び順、表示、非表示の管理方法を変更しました。

次ページ以降の説明を参照ください。

7 掲示板一括管理
不具合修正です。
軽微なUI修正をしました。

次ページ以降の説明を参照ください。

8 Groupware ビューア
機能改善です。
処理中の点群ファイルを上書きしようとした場合に専用のメッセー
ジが表示されるようになりました。

【タイトル】点群ファイルの上書きエラー
【メッセージ】点群処理実行中のため、上書きできません。時間を置いてか
ら再度実行してください。

9 点群書き出し
機能改善です。
大容量の点群データ出力に対応し2GBまでの点群ファイルをlas形式、
csv形式、text形式で出力できるようになりました。

左記のとおり。

10
出来形ヒートマップ書
き出し

新規機能追加です。
出来形ヒートマップのGeoJsonをローカルダウンロードできるよう
になりました。

次ページ以降の説明を参照ください。

11 レイヤーパネル
新規機能追加です。
処理エラーとなったレイヤーが存在する場合にエラーアイコンが表
示されるようになりました。

次ページ以降の説明を参照ください。

• Smart Construction Groupwareのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。

リリース作業日程：日本時間 8月26日(火)(予定) 19:00～22:00

リリース項目一覧
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NO. 機能 概要 詳細

12 断面作成
機能改善です。
断面作成時に構成点が見つからなかった場合も断面を作成できるよ
うになりました。

次ページ以降の説明を参照ください。

13 線形データ作成
機能変更です。
任意線形作成時に測点間隔から生成される測点の仕様変更しました。

次ページ以降の説明を参照ください。

14 線形データ読込
新規機能追加です。
断面作成用に線形データを取り込めるようになりました。

次ページ以降の説明を参照ください。

15 DXF生成
新規機能追加です。
作成した断面をDXF形式で出力できるようになりました。

次ページ以降の説明を参照ください。

• Smart Construction Groupwareのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。

リリース作業日程：日本時間 8月26日(火)(予定) 19:00～22:00

リリース項目一覧



4リリース項目No.６

No6
• 現場クラスの並び順、表示、非表示の管理方法を変更しました。

「変更前」

• 追加、編集、削除した現場クラスは企業ごとで管理する。

• 並び順、表示、非表示についても企業ごとで管理する。

「変更後」

• 追加、編集、削除した現場クラスは企業ごとで管理する。

• 並び順、表示、非表示はユーザごとで管理する。

例：

• 企業①に所属するユーザーAが現場クラスを追加する。

→企業①に所属するユーザーBにも上記の現場クラスが追加されている。

• 企業①に所属するユーザーAが現場クラスを非表示にする。

→企業①に所属するユーザーBが参照すると、上記の現場クラスは表示されている。



5リリース項目No.７

No7
• 軽微なUI修正をしました。

「変更前」 「変更後」

サイドバーがヘッダーに重なっていた
部分を修正。

画面下部まで表示できるように修正。



6リリース項目No.10

No10
• 出来形ヒートマップのGeoJsonをローカルダウンロードできるようになりました。

ローカルのダウンロードフォルダに出来形ヒートマップのGeoJsonが保存されます

三点リーダークリックで
「ローカルにダウンロード」のコンテキストメニューが表示されます



7リリース項目No.11

No11
• 処理エラーとなったレイヤーが存在する場合にエラーアイコンが表示されるようになりました。

処理エラーとなったレイヤー名の左側
にエラーアイコンが表示されます

エラーアイコン上でマウスホバー
するとヒントが表示されます

エラーレイヤーが存在している場合は使用で
きる機能が制限されます



8リリース項目No.12

No12
• 断面作成時に構成点が見つからなかった場合も断面を作成できるようになりました。

測点付近に点群が存在しない
線形で断面を作成

構成点付近に点群が存在しない場合でも
縦断面が作成されます

構成点および横断面幅付近に点群が存在しない場合でも
横断面が作成されます



9リリース項目No.13

No13
• 任意線形作成時に測点間隔から生成される測点の仕様変更しました。

「変更前」 「変更後」

BPから20m毎に測点が追加されている

IPで測点間隔がリセットされIPから
20m毎に測点が追加されている

BPから20m毎に測点が追加されている

IPで測点間隔がリセットされずにBPから
20m毎に測点が追加されている



10リリース項目No.14

No14
• 断面作成用に線形データを取り込めるようになりました。

・ファイルを選択ボタン
データレイヤーの取り込みダイアログが表示されます

線形データ（SIMA）ファイルを
選択します



11リリース項目No.14

No14
• 断面作成用に線形データを取り込めるようになりました。

取り込んだ線形がビューポートに表示されます

任意の距離に
測点を追加できます



12リリース項目No.15

No15
• 作成した断面をDXF形式で出力できるようになりました。

選択した断面を任意のファイル名でDXF形式で
出力できます

指定した保存場所にDXFファイルが出力されます
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EOF
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